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今回の特集は “近視コントロール アップデート”。
今自分が最も興味を抱いている分野だ。序論にも書い
たが，近視は人類が屋外で過ごさなくなった “ライフ
スタイル病” のひとつと考えられる。自分が長く専門
としてきたドライアイも，人類が眼を酷使し，イン
ターネットやパソコン等の VDT 作業の時間を増加さ
せてきたからと考えられる。どちらも同じライフスタ
イル病としたらそこに相関はないのだろうか。2019
年に慶大の四倉らはドライアイと近視が関係している
ことを JAMA Ophthalmology に発表した。まだま
だ不明の点も多いが，どちらにもかかわる共通パス
ウェイが存在する可能性もあり，現在興奮しながら研
究を進めている。現代社会の脳と眼で実は同じことが
起きていて，その表現形として学童では近視になり，
大人ではドライアイ，うつになるという大胆な仮説の
もとに研究を続けている。

さて，今回の綜説は結城賢弥先生（慶大）による緑内
障の生活リスクである。新しい視点から緑内障をみて
いるので，ぜひご一読されたい。通常眼の病気の最終

評価は，視力や視野などのいわゆる視覚系のパラメー
タで測定されるが，これからビッグデータの時代にな
れば，視力ばかりでなく，日常生活におけるさまざま
なパラメータで評価することができる時代になってく
る。というよりも，エンドポイントは既に視覚評価に
加えて，クオリティーオブライフ，幸せ，経済性，利
便性などに広がっている。著者の結城先生は長年にわ
たってこれらの日常生活の視点から緑内障を評価して
いるユニークな研究者である。将来はさらに領域を広
げて，眼科学の価値の増大に寄与してもらえたらあり
がたい。

この 1 月号の編集後記は前年の 12 月 30 日現在で
書いているが，2020 年は COVID-19 に振り回され
た激変の時代であった。本当に大変でしたね。でもご
いっしょに生き延びられてよかった。皆様におかれま
しては健康第一に 2021 年は大きく幸せが躍進する年
になりますことをお祈りして，編集後記とさせていた
だきます。
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